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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 駆 動 方 向 お よ び こ れ と 反 対 の オ ー バ ラ ン 方 向 の 双 方 に 軸 を 中 心 と し て 回 転 可 能 な 第 １ 駆
動 部 材 と 、
　 少 な く と も 被 駆 動 方 向 に 前 記 軸 を 中 心 と し て 回 転 可 能 な 第 ２ 被 駆 動 部 材 と 、
　 　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ 部 材 と 協 働 す る 少 な く と も １ つ の 支 柱 で あ っ て 、 前 記 支 柱 を 最 初
に 前 記 第 １ 部 材 と 前 記 第 ２ 部 材 と の 間 に 係 合 さ せ 、 そ し て 、 前 記 第 １ 部 材 が 前 記 第 ２ 部 材
を 駆 動 す る 時 間 の 間 、 前 記 第 １ 部 材 お よ び 前 記 第 ２ 部 材 間 で 係 合 状 態 に 留 ま ら せ る こ と に
よ っ て 、 前 記 第 １ 部 材 が 前 記 第 ２ 部 材 を 前 記 被 駆 動 方 向 に 駆 動 さ せ る こ と を 可 能 に す る 少
な く と も １ つ の 支 柱 、 お よ び 、
　 　 前 記 支 柱 前 記 第 １ 部 材 と 前 記 第 ２ 部 材 と の 間 の 最 初 の 係 合 を 緩 衝 す る 緩 衝 手 段
を 有 す る 結 合 手 段 と
を 備 え る 一 方 向 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ 部 材 が 、 前 記 軸 に 直 交 す る 実 質 的 に 平 坦 な 第 １ 面 を 含 み 、 前 記 第 １ 面 は 第 １ 肩
部 を 画 定 す る 第 １ 凹 部 を 具 備 し 、 前 記 第 ２ 被 駆 動 部 材 が 、 前 記 第 １ 面 に 近 接 し か つ 対 面 す
る 関 係 で 位 置 決 め さ れ る 実 質 的 に 平 坦 な 第 ２ 面 を 含 み 、 前 記 第 ２ 面 は 第 ２ 肩 部 を 画 定 す る
第 ２ 凹 部 を 具 備 し 、 前 記 少 な く と も １ つ の 支 柱 が 、 前 記 第 １ 部 材 が 前 記 第 ２ 部 材 を 前 記 被
駆 動 方 向 に 駆 動 で き る よ う に 、 前 記 第 １ 肩 部 と 係 合 す る た め の 第 １ 端 面 と 、 前 記 第 ２ 肩 部
と 係 合 す る た め の 第 ２ 端 面 と を 有 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 一 方 向 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 緩 衝 手 段 が 、 前 記 第 ２ 端 面 と 前 記 第 ２ 肩 部 と の 間 に 配 置 さ れ る 、 請 求 項 ２
に 記 載 の 一 方 向 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　

の

１ ま た は

駆 動 方 向 お よ び こ れ と 反 対 の オ ー バ ラ ン 方 向 の 双 方 に 軸 を 中 心 と し て 回 転 可 能 な 第 １ 駆
動 部 材 で あ っ て 、 前 記 軸 に 直 交 す る 実 質 的 に 平 坦 な 第 １ 面 を 含 み 、 前 記 第 １ 面 が 第 １ 肩 部
を 画 定 す る 第 １ 凹 部 を 具 備 す る と こ ろ の 第 １ 駆 動 部 材 と 、
　 少 な く と も 被 駆 動 方 向 に 前 記 軸 を 中 心 と し て 回 転 可 能 な 第 ２ 被 駆 動 部 材 で あ っ て 、 前 記
第 １ 面 に 近 接 し か つ 対 面 す る 関 係 で 位 置 決 め さ れ る 実 質 的 に 平 坦 な 第 ２ 面 を 含 み 、 前 記 第
２ 面 が 第 ２ 肩 部 を 画 定 す る 第 ２ 凹 部 を 具 備 す る と こ ろ の 第 ２ 被 駆 動 部 材 と 、



一 方 向 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　

構 成 さ れ て い る 、 請 求 項
に 記 載 の 一 方 向 駆 動 装 置 。

【 請 求 項 ６ 】
　

一 方 向 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　

、 請 求 項 に 記 載 の 一 方 向 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　

、 請 求 項 に 記 載 の 一 方 向 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　

請 求 項 に 記 載 の 一 方 向 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 駆 動 方 向 お よ び こ れ と 反 対 の オ ー バ ラ ン 方 向 の 双 方 に 軸 を 中 心 と し て 回 転 可 能 な 第 １ 駆
動 部 材 と 、
　 少 な く と も 被 駆 動 方 向 に 前 記 軸 を 中 心 と し て 回 転 可 能 な 第 ２ 被 駆 動 部 材

を 備 え る 一 方 向 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
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　 　 前 記 第 １ 肩 部 と 直 接 的 に 係 合 す る た め の 第 １ 端 面 と 、 前 記 第 ２ 肩 部 と 係 合 す る た め の
第 ２ 端 面 と を 有 す る 少 な く と も １ つ の 支 柱 で あ っ て 、 前 記 支 柱 を 最 初 に 前 記 第 １ 部 材 と 前
記 第 ２ 部 材 と の 間 に 係 合 さ せ 、 そ し て 、 前 記 第 １ 部 材 が 前 記 第 ２ 部 材 を 駆 動 す る 時 間 の 間
、 前 記 第 １ 部 材 お よ び 前 記 第 ２ 部 材 間 で 係 合 状 態 に 留 ま ら せ る こ と に よ っ て 、 前 記 第 １ 部
材 が 前 記 第 ２ 部 材 を 前 記 被 駆 動 方 向 に 駆 動 さ せ る こ と を 可 能 に す る と こ ろ の 少 な く と も １
つ の 支 柱 、 お よ び 、
　 　 前 記 第 ２ 端 面 と 前 記 第 ２ 肩 部 と の 間 に 配 置 さ れ て 、 前 記 支 柱 の 前 記 第 １ 部 材 と 前 記 第
２ 部 材 と の 間 の 最 初 の 係 合 を 緩 衝 す る た め の 緩 衝 部 材
を 具 備 す る 結 合 手 段 と 、
を 備 え る

前 記 緩 衝 部 材 は 、 前 記 第 ２ 端 面 が 前 記 第 ２ 肩 部 と 係 合 し て い る 間 、 前 記 緩 衝 部 材 が 圧 縮
さ れ て 、 前 記 第 ２ 端 面 の 一 部 と し て 効 果 的 に 働 く よ う に ３ ま た は
４

前 記 緩 衝 部 材 は 、 前 記 第 １ 端 面 を 前 記 第 １ 肩 部 に 係 合 さ せ る た め に 、 前 記 支 柱 を 偏 倚 す
る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 ２ ま た は ４ に 記 載 の

前 記 第 ２ 凹 部 は 、 前 記 第 １ 部 材 が 前 記 第 ２ 部 材 を 駆 動 す る 時 間 の 間 、 前 記 緩 衝 部 材 を 内
部 に 収 容 す る た め の 小 室 を 含 む ４

前 記 第 １ お よ び 第 ２ 部 材 と 協 働 す る 前 記 少 な く と も １ つ の 支 柱 が 、 所 定 の 負 荷 が 前 記 支
柱 を 介 し て 前 記 第 １ 部 材 か ら 前 記 第 ２ 部 材 に 伝 達 可 能 で あ り 、 そ の 結 果 、 前 記 第 １ 部 材 が
前 記 第 ２ 部 材 を 駆 動 さ せ る こ と を 可 能 に す る よ う に 構 成 さ れ て お り 、 そ し て 、
　 前 記 緩 衝 部 材 は 、 前 記 所 定 の 負 荷 が 、 前 記 最 初 の 係 合 と 前 記 第 １ 部 材 が 前 記 第 ２ 部 材 を
駆 動 す る と き と の 間 に 、 前 記 支 柱 を 介 し て 前 記 第 １ 部 材 か ら 前 記 第 ２ 部 材 に 次 第 に 伝 達 さ
れ る よ う に 、 前 記 支 柱 の 前 記 第 １ 部 材 と 前 記 第 ２ 部 材 と の 間 の 最 初 の 係 合 を 緩 衝 す る た め
の 緩 衝 部 材 で あ る １

前 記 緩 衝 部 材 が 、 コ イ ル ば ね 、 板 ば ね 、 ポ リ マ ー ば ね 、 ゴ ム 材 料 片 、 ま た は 流 体 で あ る
、 １ 、 ２ 、 ４ 、 お よ び ８ の い ず れ か １ つ

で あ っ て 、
　 　 前 記 第 １ 部 材 と 協 働 す る 少 な く と も １ つ の 支 柱 で あ っ て 、 所 定 の 負 荷 が 前 記 支 柱 を 介
し て 前 記 第 １ 部 材 か ら 前 記 第 ２ 部 材 に 伝 達 可 能 で あ り 、 そ の 結 果 、 前 記 支 柱 を 最 初 に 前 記
第 １ 部 材 に 係 合 さ せ 、 そ し て 、 前 記 第 １ 部 材 が 前 記 第 ２ 部 材 を 駆 動 す る 時 間 の 間 、 前 記 第
１ 部 材 と の 係 合 状 態 に 留 ま ら せ 、 前 記 所 定 の 負 荷 を 前 記 第 １ 部 材 か ら 前 記 第 ２ 部 材 に こ れ
を 介 し て 伝 達 す る こ と に よ っ て 、 前 記 第 １ 部 材 が 前 記 第 ２ 部 材 を 前 記 被 駆 動 方 向 に 駆 動 さ
せ る こ と を 可 能 に す る と こ ろ の 少 な く と も １ つ の 支 柱 、
　 　 前 記 支 柱 を 保 持 す る た め の プ レ ー ト 、 お よ び 、
　 　 前 記 支 柱 の 前 記 第 １ 部 材 と の 最 初 の 係 合 を 緩 衝 す る た め の 緩 衝 部 材 で あ っ て 、 前 記 所
定 の 負 荷 が 、 前 記 最 初 の 係 合 中 、 お よ び 、 前 記 第 １ 部 材 が 前 記 第 ２ 部 材 を 駆 動 す る と き に
、 前 記 支 柱 お よ び 前 記 緩 衝 部 材 を 介 し て 前 記 第 １ 部 材 か ら 前 記 第 ２ 部 材 に 次 第 に 伝 達 さ れ
る こ と を 可 能 に し 、 前 記 緩 衝 部 材 が 、 前 記 第 １ 部 材 と 直 接 接 触 し な い よ う に 、 前 記 支 柱 と
前 記 プ レ ー ト と の 間 に 配 置 さ れ た 緩 衝 部 材
を 有 す る 第 ２ 被 駆 動 部 材 と



　

、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 一 方 向 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 一 方 向 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　

請 求 項 ま た は １ ０ に 記 載 の 一 方 向 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　

請 求 項 １ 、 ２ 、 １ ０ の い ず れ か
１ つ に 記 載 の 一 方 向 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　

請 求 項 １ ２ に 記 載 の 一 方 向 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　

。
【 請 求 項 １ ７ 】
　

。
【 請 求 項 １ ８ 】
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前 記 緩 衝 部 材 が 、 前 記 最 初 の 係 合 か ら 前 記 第 １ 部 材 が 前 記 第 ２ 部 材 を 駆 動 す る と き ま で
の 間 の 所 定 の 時 間 的 な 間 隔 に わ た っ て 、 前 記 所 定 の 負 荷 が 前 記 第 １ 部 材 か ら 前 記 第 ２ 部 材
に 次 第 に 伝 達 さ れ る よ う に 、 前 記 支 柱 の 前 記 第 １ 部 材 と 前 記 第 ２ 部 材 と の 間 の 最 初 の 係 合
を 緩 衝 す る ８ ま た は

前 記 所 定 の 時 間 的 な 間 隔 が マ イ ク ロ 秒 台 で あ る 、 １ １

前 記 緩 衝 部 材 が 、 前 記 所 定 の 負 荷 を 前 記 第 １ 部 材 か ら 前 記 第 ２ 部 材 に 伝 達 す る た め に 、
前 記 第 １ 部 材 が 前 記 第 ２ 部 材 を 駆 動 す る 時 間 の 間 、 前 記 緩 衝 部 材 が 圧 縮 可 能 で あ る よ う に
構 成 さ れ て い る 、 ８

前 記 緩 衝 部 材 が 、 前 記 第 １ 部 材 と 前 記 第 ２ 部 材 と の 間 に 前 記 支 柱 が 最 初 に 係 合 す る た め
に 、 前 記 支 柱 を 偏 倚 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 ８ お よ び

前 記 緩 衝 部 材 が 、 前 記 第 １ 部 材 が 前 記 第 ２ 部 材 を 駆 動 す る 時 間 の 間 、 前 記 支 柱 の 一 部 と
し て 効 果 的 に 働 く よ う に 圧 縮 可 能 に 構 成 さ れ て お り 、 そ し て 、
　 前 記 第 ２ 部 材 は 、 前 記 第 １ 部 材 が 前 記 第 ２ 部 材 を 駆 動 す る 時 間 の 間 、 前 記 緩 衝 部 材 を 内
部 に 収 容 す る た め の 小 室 を 含 む 、 ま た は

駆 動 方 向 お よ び こ れ と 反 対 の オ ー バ ラ ン 方 向 の 双 方 に 軸 を 中 心 と し て 回 転 可 能 な 第 １ 駆
動 部 材 を 提 供 す る ス テ ッ プ と 、
　 少 な く と も 被 駆 動 方 向 に 前 記 軸 を 中 心 と し て 回 転 可 能 な 第 ２ 被 駆 動 部 材 を 提 供 す る ス テ
ッ プ と 、
　 最 初 に 支 柱 を 前 記 第 １ 部 材 と 前 記 第 ２ 部 材 と の 間 に 係 合 さ せ 、 そ し て 、 前 記 第 １ 部 材 が
前 記 第 ２ 部 材 を 駆 動 す る 時 間 の 間 、 前 記 第 １ 部 材 お よ び 前 記 第 ２ 部 材 間 で 係 合 状 態 に 留 ま
ら せ る こ と に よ っ て 、 前 記 第 １ 部 材 を 使 用 し て 前 記 第 ２ 部 材 を 前 記 被 駆 動 方 向 に 駆 動 す る
ス テ ッ プ と 、
　 前 記 支 柱 の 前 記 第 １ 部 材 と 前 記 第 ２ 部 材 と の 間 の 最 初 の 係 合 を 緩 衝 す る ス テ ッ プ と
を 含 む 、 一 方 向 駆 動 装 置 を 動 作 さ せ る 方 法

駆 動 方 向 お よ び こ れ と 反 対 の オ ー バ ラ ン 方 向 の 双 方 に 軸 を 中 心 と し て 回 転 可 能 な 第 １ 駆
動 部 材 を 提 供 す る ス テ ッ プ と 、
　 少 な く と も 被 駆 動 方 向 に 前 記 軸 を 中 心 と し て 回 転 可 能 で あ り 、 プ レ ー ト 上 に 保 持 さ れ た
少 な く と も １ つ の 支 柱 を 有 す る 第 ２ 被 駆 動 部 材 を 提 供 す る ス テ ッ プ と 、
　 所 定 の 負 荷 を 前 記 第 １ 部 材 か ら 前 記 第 ２ 部 材 に 前 記 支 柱 を 介 し て 伝 達 し て 、 前 記 第 １ 部
材 が 前 記 第 ２ 部 材 を 駆 動 す る 間 、 前 記 支 柱 を 、 前 記 第 １ 部 材 に 最 初 に 係 合 さ せ 、 そ し て 、
こ れ と の 係 合 状 態 を 留 ま ら せ る こ と に よ っ て 、 前 記 第 １ 部 材 を 用 い て 、 前 記 第 ２ 部 材 を 前
記 被 駆 動 方 向 に 駆 動 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 支 柱 と 前 記 プ レ ー ト と の 間 に 配 置 さ れ た 緩 衝 部 材 を 用 い て 、 前 記 支 柱 の 前 記 第 １ 部
材 と の 最 初 の 係 合 を 緩 衝 し て 、 前 記 所 定 の 負 荷 が 、 前 記 最 初 の 係 合 中 、 お よ び 、 前 記 第 １
部 材 が 前 記 第 ２ 部 材 を 駆 動 す る と き に 、 前 記 支 柱 お よ び 前 記 緩 衝 部 材 を 介 し て 前 記 第 １ 部
材 か ら 前 記 第 ２ 部 材 に 次 第 に 伝 達 さ れ る こ と を 可 能 に し 、 前 記 緩 衝 部 材 が 、 前 記 第 １ 部 材
と 直 接 接 触 す る こ と な く 、 前 記 緩 衝 を 行 う ス テ ッ プ と
を 含 む 、 一 方 向 駆 動 装 置 を 動 作 さ せ る 方 法

駆 動 方 向 お よ び こ れ と 反 対 の オ ー バ ラ ン 方 向 の 双 方 に 軸 を 中 心 と し て 回 転 可 能 な 第 １ 駆
動 部 材 で あ っ て 、 前 記 軸 に 直 交 す る 実 質 的 に 平 坦 な 第 １ 面 を 含 み 、 前 記 第 １ 面 が 第 １ 肩 部
を 画 定 す る 第 １ 凹 部 を 具 備 す る と こ ろ の 第 １ 駆 動 部 材 と 、
　 少 な く と も 被 駆 動 方 向 に 前 記 軸 を 中 心 と し て 回 転 可 能 な 第 ２ 被 駆 動 部 材 で あ っ て 、 前 記



一 方 向 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　

。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　

。
【 請 求 項 ２ １ 】
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第 １ 面 に 近 接 し か つ 対 面 す る 関 係 で 位 置 決 め さ れ る 実 質 的 に 平 坦 な 第 ２ 面 を 含 み 、 前 記 第
２ 面 が 第 ２ 肩 部 を 画 定 す る 第 ２ 凹 部 を 具 備 す る と こ ろ の 第 ２ 被 駆 動 部 材 と 、
　 　 前 記 第 １ 肩 部 と 係 合 す る た め の 第 １ 端 面 と 、 前 記 第 ２ 肩 部 と 係 合 す る た め の 第 ２ 端 面
と を 有 す る 少 な く と も １ つ の 支 柱 で あ っ て 、 所 定 の 負 荷 が 前 記 支 柱 を 介 し て 前 記 第 １ 部 材
か ら 前 記 第 ２ 部 材 に 伝 達 可 能 で あ り 、 そ の 結 果 、 前 記 支 柱 を 最 初 に 前 記 第 １ 部 材 と 前 記 第
２ 部 材 と の 間 に 係 合 さ せ 、 そ し て 、 前 記 第 １ 部 材 が 前 記 第 ２ 部 材 を 駆 動 す る 時 間 の 間 、 前
記 第 １ 部 材 お よ び 前 記 第 ２ 部 材 間 で 係 合 状 態 に 留 ま ら せ 、 前 記 所 定 の 負 荷 を 前 記 第 １ 部 材
か ら 前 記 第 ２ 部 材 に こ れ を 介 し て 伝 達 す る こ と に よ っ て 、 前 記 第 １ 部 材 が 前 記 第 ２ 部 材 を
前 記 被 駆 動 方 向 に 駆 動 さ せ る こ と を 可 能 に す る と こ ろ の 少 な く と も １ つ の 支 柱 、 お よ び 、
　 　 前 記 支 柱 の 前 記 第 １ 部 材 と 前 記 第 ２ 部 材 と の 間 の 最 初 の 係 合 を 緩 衝 す る た め に 、 前 記
第 ２ 端 面 と 前 記 第 ２ 肩 部 と の 間 に 配 置 さ れ た 緩 衝 部 材 で あ っ て 、 前 記 所 定 の 負 荷 が 、 前 記
第 ２ 端 面 全 体 を 亘 っ て 、 前 記 第 ２ 肩 部 に 均 一 に 伝 達 さ れ る よ う に 圧 縮 さ れ る と き 、 前 記 第
２ 端 面 に 沿 っ て 平 ら に な る よ う に 構 成 さ れ た 緩 衝 部 材
を 具 備 す る 結 合 手 段 と 、
を 備 え る

駆 動 方 向 お よ び こ れ と 反 対 の オ ー バ ラ ン 方 向 の 双 方 に 軸 を 中 心 と し て 回 転 可 能 な ノ ッ チ
プ レ ー ト で あ っ て 、 前 記 軸 に 直 交 す る 実 質 的 に 平 坦 な 第 １ 面 を 含 み 、 前 記 第 １ 面 が 第 １ 肩
部 を 画 定 す る 第 １ 凹 部 を 具 備 す る と こ ろ の ノ ッ チ プ レ ー ト と 、
　 少 な く と も 被 駆 動 方 向 に 前 記 軸 を 中 心 と し て 回 転 可 能 な ポ ケ ッ ト プ レ ー ト で あ っ て 、 前
記 第 １ 面 に 近 接 し か つ 対 面 す る 関 係 で 位 置 決 め さ れ る 実 質 的 に 平 坦 な 第 ２ 面 を 含 み 、 前 記
第 ２ 面 が 第 ２ 肩 部 を 画 定 す る 第 ２ 凹 部 を 具 備 す る と こ ろ の ポ ケ ッ ト プ レ ー ト と 、
　 　 前 記 第 １ 肩 部 と 係 合 す る た め の 第 １ 端 面 と 、 前 記 第 ２ 肩 部 と 係 合 す る た め の 第 ２ 端 面
と を 有 す る 少 な く と も １ つ の 支 柱 で あ っ て 、 前 記 支 柱 を 最 初 に 前 記 ノ ッ チ プ レ ー ト と 前 記
ポ ケ ッ ト プ レ ー ト と の 間 に 係 合 さ せ 、 そ し て 、 前 記 ノ ッ チ プ レ ー ト が 前 記 ポ ケ ッ ト プ レ ー
ト を 駆 動 す る 時 間 の 間 、 前 記 ノ ッ チ プ レ ー ト お よ び 前 記 ポ ケ ッ ト プ レ ー ト 間 で 係 合 状 態 に
留 ま ら せ る こ と に よ っ て 、 前 記 ノ ッ チ プ レ ー ト が 前 記 ポ ケ ッ ト プ レ ー ト を 前 記 被 駆 動 方 向
に 駆 動 さ せ る こ と を 可 能 に す る と こ ろ の 少 な く と も １ つ の 支 柱 、 お よ び 、
　 　 前 記 第 ２ 端 面 と 前 記 第 ２ 肩 部 と の 間 に 配 置 さ れ て 、 前 記 支 柱 の 前 記 ノ ッ チ プ レ ー ト と
前 記 ポ ケ ッ ト プ レ ー ト と の 間 の 最 初 の 係 合 を 緩 衝 す る た め の 緩 衝 部 材
を 具 備 す る 結 合 手 段 と 、
を 備 え る 一 方 向 駆 動 装 置

駆 動 方 向 お よ び こ れ と 反 対 の オ ー バ ラ ン 方 向 の 双 方 に 軸 を 中 心 と し て 回 転 可 能 な 第 １ 駆
動 部 材 で あ っ て 、 第 １ 肩 部 を 画 定 す る 第 １ 凹 部 を 具 備 す る と こ ろ の 第 １ 駆 動 部 材 と 、
　 少 な く と も 被 駆 動 方 向 に 前 記 軸 を 中 心 と し て 回 転 可 能 な 第 ２ 被 駆 動 部 材 で あ っ て 、 負 荷
支 持 表 面 を 有 す る 第 ２ 肩 部 を 画 定 す る 第 ２ 凹 部 を 具 備 す る と こ ろ の 第 ２ 被 駆 動 部 材 と 、
　 　 対 向 す る 第 １ 及 び 第 ２ 端 部 を 有 す る 少 な く と も １ つ の 支 柱 、 お よ び 、
　 　 緩 衝 部 材
を 具 備 す る 結 合 手 段 と 、
を 備 え 、
　 前 記 支 柱 の 前 記 第 １ 端 部 が 、 前 記 第 １ 肩 部 と 係 合 す る よ う に 構 成 さ れ て お り 、 前 記 緩 衝
部 材 が 、 前 記 第 ２ 端 部 と 前 記 第 ２ 肩 部 と の 間 に 配 置 さ れ 、 そ の 結 果 、 前 記 緩 衝 部 材 が 、 前
記 支 柱 の 前 記 第 １ お よ び 第 ２ 部 材 の 間 と の 最 初 の 係 合 を 緩 衝 し な が ら 、 最 初 に 前 記 支 柱 を
前 記 第 １ 部 材 と 前 記 第 ２ 部 材 と の 間 に 係 合 さ せ 、 そ し て 、 前 記 第 １ 部 材 が 前 記 第 ２ 部 材 を
前 記 負 荷 支 持 表 面 を 介 し て 駆 動 す る 時 間 の 間 、 前 記 第 １ 部 材 お よ び 前 記 第 ２ 部 材 間 で 係 合
状 態 に 留 ま ら せ る こ と に よ っ て 、 前 記 第 ２ 端 部 が 、 前 記 緩 衝 部 材 を 介 し て 前 記 負 荷 支 持 表
面 と 間 接 的 に 係 合 し 、 こ れ に よ り 、 前 記 第 １ 部 材 が 、 前 記 第 ２ 部 材 を 前 記 被 駆 動 方 向 に 駆
動 す る こ と を 可 能 に す る 一 方 向 駆 動 装 置



　

【 請 求 項 ２ ２ 】
　

【 請 求 項 ２ ３ 】
　

。
【 請 求 項 ２ ４ 】
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前 記 第 １ 部 材 は 、 前 記 軸 に 直 交 す る 実 質 的 に 平 坦 な 第 １ 面 を 含 み 、 前 記 第 １ 凹 部 は 、 前
記 第 １ 面 上 に 配 置 さ れ て お り 、
　 前 記 第 ２ 部 材 は 、 前 記 第 １ 面 に 近 接 し か つ 対 面 す る 関 係 で 位 置 決 め さ れ る 実 質 的 に 平 坦
な 第 ２ 面 を 含 み 、 前 記 第 ２ 凹 部 が 前 記 第 ２ 面 上 に 配 置 さ れ て 、 前 記 支 柱 が 、 前 記 第 １ お よ
び 第 ２ 部 材 間 に 係 合 さ れ る と き に 、 前 記 第 １ 面 と 前 記 第 ２ 面 と の 間 を 連 結 す る 、
請 求 項 ２ ０ に 記 載 の 一 方 向 駆 動 装 置 。

前 記 第 １ 部 材 は 、 前 記 第 １ 肩 部 か ら 、 前 記 第 ２ 部 材 の 前 記 第 ２ 肩 部 に お け る 前 記 負 荷 支
持 表 面 へ の 経 路 に 沿 っ て 、 駆 動 力 を 前 記 支 柱 お よ び 前 記 緩 衝 部 材 を 介 し て 付 与 し て 、 前 記
支 柱 が 前 記 第 １ お よ び 第 ２ 部 材 間 に 係 合 し て い る 間 、 前 記 第 ２ 部 材 を 駆 動 す る 、 請 求 項 ２
０ に 記 載 の 一 方 向 駆 動 装 置 。

駆 動 方 向 お よ び こ れ と 反 対 の オ ー バ ラ ン 方 向 の 双 方 に 軸 を 中 心 と し て 回 転 可 能 な 第 １ 駆
動 部 材 で あ っ て 、 第 １ 肩 部 を 画 定 す る 第 １ 凹 部 を 具 備 す る と こ ろ の 第 １ 駆 動 部 材 と 、
　 少 な く と も 被 駆 動 方 向 に 前 記 軸 を 中 心 と し て 回 転 可 能 な 第 ２ 被 駆 動 部 材 で あ っ て 、 負 荷
支 持 表 面 を 有 す る 第 ２ 肩 部 を 画 定 す る 第 ２ 凹 部 を 具 備 す る と こ ろ の 第 ２ 被 駆 動 部 材 と 、
　 　 前 記 第 １ 肩 部 と 係 合 す る た め の 第 １ 端 面 と 、 前 記 第 ２ 肩 部 と 係 合 す る た め の 第 ２ 端 面
と を 有 す る 少 な く と も １ つ の 支 柱 で あ っ て 、 前 記 第 １ 部 材 が 、 前 記 第 １ 肩 部 か ら 、 前 記 第
２ 部 材 の 前 記 第 ２ 肩 部 へ の 経 路 に 沿 っ て 、 駆 動 力 を 前 記 支 柱 を 介 し て 付 与 し て 、 前 記 支 柱
を 最 初 に 前 記 第 １ 部 材 と 前 記 第 ２ 部 材 と の 間 に 係 合 さ せ 、 そ し て 、 前 記 第 １ 部 材 が 前 記 第
２ 部 材 を 駆 動 す る 時 間 の 間 、 前 記 第 １ 部 材 お よ び 前 記 第 ２ 部 材 間 で 係 合 状 態 に 留 ま ら せ る
こ と に よ り 、 前 記 第 ２ 部 材 を 前 記 被 駆 動 方 向 に 駆 動 さ せ る こ と を 可 能 に す る と こ ろ の 少 な
く と も １ つ の 支 柱 、 お よ び 、
　 　 前 記 駆 動 力 の 前 記 経 路 内 で 、 前 記 第 ２ 端 面 と 前 記 第 ２ 肩 部 と の 間 に 配 置 さ れ て 、 前 記
支 柱 の 前 記 第 １ 部 材 と 前 記 第 ２ 部 材 と の 間 の 最 初 の 係 合 を 緩 衝 す る た め の 緩 衝 部 材
を 具 備 す る 結 合 手 段 と 、
を 備 え る 一 方 向 駆 動 装 置

前 記 第 １ 部 材 は 、 前 記 軸 に 直 交 す る 実 質 的 に 平 坦 な 第 １ 面 を 含 み 、 前 記 第 １ 凹 部 は 、 前
記 第 １ 面 上 に 配 置 さ れ て お り 、
　 前 記 第 ２ 部 材 は 、 前 記 第 １ 面 に 近 接 し か つ 対 面 す る 関 係 で 位 置 決 め さ れ る 実 質 的 に 平 坦
な 第 ２ 面 を 含 み 、 前 記 第 ２ 凹 部 が 前 記 第 ２ 面 上 に 配 置 さ れ て 、 前 記 支 柱 が 、 前 記 第 １ お よ
び 第 ２ 部 材 間 に 係 合 さ れ る と き に 、 前 記 第 １ 面 と 前 記 第 ２ 面 と の 間 を 連 結 す る 、
請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 一 方 向 駆 動 装 置 。
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